
 

 

 

 

 

 

 

 
  

  

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

放 通 初 主 

門 意 日 戸 

夕 坊 涼 思 

開 疎 秋 三 

全国 京都府 福知山市

1870年（明治3年）9月19日に、戸籍整理のために平民も苗字を名乗ることが許されました。ところが、 

なかなか人々が苗字を名乗らなかったため、1875年より全ての国民が姓を名乗ることが義務付けされたそ 

うです。では、苗字はどこから来たのでしょうか？ 

苗字（みょうじ、名字）とは、家（家系、家族）の名の

こと。法律上は氏と呼ばれ一般には姓と言いますね。そ

れまでは、住んでいる所や職業によって「●●の誰々」

とかで呼ばれていたそうです。 

ちなみに日本における苗字(名字)の種類は30万近い数が

あるそうです。これは中国の100倍以上の数だそうです。

しかし、その30万のうちの 7000で人口の96％をカバ

ーしているとのこと。更には佐藤、鈴木、高橋、田中な

ど、名字ランキング1-10位の名字だけで、総人口の約

10％をカバーしているそうです。 

 
四字熟語が４つバラバラになって

いるので、正しい四字熟語を４つ

作ってください。  

8 月号のこたえ 
 

 

① 先手必勝  

② 二人三脚  

③ 不協和音  

④ 寛仁
かんじん

大度
た い ど

   ↓ 
 

心が広くて情け深く、度量の大

きいこと。 

「名字」と「苗字」は異なる漢字を使っているにも関

わらず、意味には特に違いがありません。どっちの言

葉もその家を表わす名という意味を持ちます。 
 

「名 字 」の由 来   

由来は平安時代へとさかのぼります。当時の武士

は自分が収めている地域を名田（みょうでん）と

呼びました。この名田を私物化するようになった

際に字（あざな）を作るようになり、その時から

名田の字ということで「名字」となったのが始ま

りです。  

「苗 字 」の由 来   

苗という漢字には子孫や末孫という意味がありま

す。苗の持つ意味合いから、この「苗字」が後世

まで末永く代々受け継がれて発展してほしいとい

う願いが込められていると言われています。戦後

の常用漢字の中では苗の読み方の中に（みょう）

が付けられていなかったことから「名字」が主流

になってしまったという経緯があります。  
 

現在はどっちかと言うと「名字」の方を使うのが

一般的になっているそうです。  

－ 四字熟語パズル応募方法 － 

①名前 ②住所 ③電話番号④「かとけん通信」の中で興味のあった記事、ご意見、ご感想など。

⑤四字熟語の答えをご記入の上 FAX かメールにてご応募下さい。 

FAX ２２－２１３３ hirose@kato－const.jp ハガキやお電話でもＯＫです！ 

全国、京都府、福知山市と苗字のランキングを10位まで

調べてみました。みなさんの苗字はありましたか？  

苗字のルーツを辿ったとき、最も多いのは地名由来です。例

えば、とある場所に村があったとして、“村の名前＝土地の名

前”を名乗っていたのは、その村の長者でした。それ以外の

村人は村の中の一区画を指す小字（こあざ）を苗字にしてい

たようです。集落の中心に対し、どこに住んでいるかを由来

とする、方角関連の苗字も生まれました。“東西南北”がつく

苗字だと思えば分かりやすいでしょう。でも、地名由来の同

じ苗字が増えすぎると、誰のことを指しているのか分からな

くなって不便ですよね。その差別化を図るため、地形が由来

になることもあったそうです。田んぼに囲まれた場所に住ん

でいるなら｢田中｣、山のふもとに住んでいるなら｢山下｣とい

った具合で、非常にシンプルですね（笑）。  

 職業由来の苗字は、例えば｢服部｣なら機織り（はたおり）の

技能を持つ｢はとりべ｣から、｢庄司｣は荘園を管理する職業が

由来とされています。 

 

「芦田」は福知山市

に多く、京都府だけ

で全国の約二割を占

めるそうです。綾部

市には「四方」が多

く、全国の約三割を

占めるそうです。  

遠い祖先から受け継

いだ自分の「姓」調

べてみると面白いか

もしれませんね。  



 

 

 

  

  

 

        

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

卵          ２個  

にら         １わ  

白菜キムチ      ８０ｇ  

塩・こしょう     少々 

(2 人分) 

) 

 

① にらは３～４cm長さに、キムチはざく切りにする。

ボウルに卵を溶きほぐして塩、こしょう各少々をふ

る。 

② フライパンに油大さじ１を熱し、にらを炒める。

しんなりしたらキムチを加えて炒め合わせる。全体

に油がまわったら卵液を加え、半熟状になるまで菜

箸で手早く大きく混ぜる。 


